ガバナー補佐訪問報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　東海ロータリークラブ 幹事 竹内　宗

本日の例会では、今年度のガバナー補佐鈴木様より「持続可能なインパクトを生み出そう」というテーマのもと、熱意あふれる所信表明がありました。
地区方針「元気でなかよく楽しく、そして高潔に」を掲げ、ロータリアンらしい高潔な奉仕が強調されました。特に注力するのは日本の子供たちへの支援です。小中高生の自殺者529人（G7ワースト）、児童虐待相談22万691件という深刻な現状を重く受け止め、「ロータリー・ドネーション・フェスタ」等を通じて疲弊する子供たちを救う覚悟が示されました。
また寄付について、年次150ドル、ポリオ30ドルに加え、新たに恒久基金20ドルのお願いがありました。愛知県4,500人の会員全員の協力で大きな支援を生み出します。
最後にコンプライアンス遵守による危機管理の徹底も示されました。この目標と熱意を共有し、共に高潔な奉仕を実践していきましょう。

